
２
０
１
７
年
７
月
７
日
、
国
連

加
盟
国
の
３
分
の
２
を
超
え
る
１

２
２
の
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
２
０
２

０
年
10
月
に
は
署
名
国
84
、
批
准

国
50
と
な
り
、
２
０
２
１
年
1
月

22
日
に
発
効
し
ま
す
。
こ
の
条
約

は
日
本
の
被
爆
者
団
体
や
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
が
働
き
か
け
、
条
約
の

前
文
に
は
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
の
文

字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
種
世
論
調
査
で
は
、
７
割

以
上
の
国
民
が
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
政
府
は
「
日
米

同
盟
の
も
と
で
核
抑
止
力
を
維
持

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
こ
の
条

約
に
は
署
名
、
批
准
（
解
説
参
照
）

し
な
い
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
「
ナ
ガ
サ
キ
」
の

被
爆
者
、
被
爆
者
団
体
は
こ
の
条

約
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
条
約
の
批
准
を
政
府
に
要
求
し

ま
し
ょ
う
。

菅
義
偉
首
相
は
、
所
信
表
明
演

説
で
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
は
全
体
で
ゼ

ロ
に
す
る
」
と
宣
言
し
、
あ
た
か

も
ク
リ
ー
ン
社
会
に
向
か
う
姿
勢

を
見
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
問
題

は
そ
れ
を
具
体
化
す
る
プ
ラ
ン
と

そ
の
工
程
表
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

温
暖
化
問
題
で
は
、
Ⅰ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
）
第
５
次
評
価
報
告
書
で
は

気
温
が
１
３
２
年
間
に
０
・
85
℃

の
上
昇
（
図
１
参
照
）
、
雪
氷
の

減
少
、
海
面
水
位
、
海
面
水
温
の

上
昇
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た

世
界
で
は
「
洪
水
」
「
砂
漠
化
」

な
ど
、
異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
要
因
は
「
温
室
効
果
ガ

ス
」
に
あ
り
、
そ
の
た
め
各
国
が

削
減
量
と
目
標
達
成
期
限
を
設
け

て
い
ま
す
。
日
本
は
そ
の
プ
ラ
ン

は
あ
る
も
の
の
、
不
十
分
な
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

２
０
５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス

を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
は
、
現
状

の
22
％
～
24
％
の
削
減
比
率
を
２

０
３
０
年
に
は
、
少
な
く
て
も
45

％
以
上
に
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
・
世

界
自
然
保
護
基
金
）
（
図
２
参
照
）

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
菅
首
相
の
言
う
ク
リ
ー

ン
社
会
と
は
「
安
全
最
優
先
で
原

子
力
政
策
を
進
め
る
」
（
菅
首
相

演
説
）
こ
と
で
し
た
。
世
界
全
体

の
流
れ
は
「
脱
炭
素
」
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
大
き
く
転
換

す
る
中
、
菅
政
権
は
向
こ
う
30
年

間
は
原
発
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
戻
す
宣
言
を
し
た
の
で
す
。

菅
政
権
の
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
名
に
よ
る
原
発
推
進
政

策
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

原
発
依
存
、
石
炭
火
力
発
電
所

の
新
規
増
設
は
や
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
産
業
構
造
の

日
本
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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それでも核兵器禁止条約反対、原発推進策の菅政権

日
本
は
ア
ジ
ア
・太
平
洋
戦
争
で
原
子
爆
弾
に
よ
り
、
多
く
の
死
者
と
被
爆

者
を
生
み
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
３
月
に
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
崩
壊
、
放
射
能
の
大
量
流
出
に
よ
り
多
く
の
被

曝
者
と
避
難
者
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
「
ナ
ガ
サ
キ
」

「
フ
ク
シ
マ
」
の
被
害
は
深
刻
で
、
そ
の
傷
は
癒
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
日
本
が
核
兵
器
や
原
発
は
認
め
る
立
場
は
と
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

菅
政
権
は
こ
れ
に
逆
行
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

日
本
は
不
参
加
、
未
批
准

今
後
30
年
間
も
原
発
推
進

政
府
の
温
暖
化
対
策
宣
言

（図ー2）

（図ー１）

「
批
准
」
と
は
、
署
名
を
し
た
条
約
の
内

容
に
つ
い
て
国
家
が
最
終
確
認
を
行
い
、
条

約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
。


